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は
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領
、
王
監
響
的
の
構
成

は

し

カず

き

に
よ
ヴ
て
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
が
。
す
な
わ
ち
、
を

耕
地
面
積
の
ご
一
分
の
一
の
部
分
を
休
耕
地
切
片
山
岳
σ
と
し
て
地
力
の
同
復
を
計
る
と
と
を
、
農
業
再
生
産
過
程
の
不
可
棋
の
手
段
と
し
て

封
建
的
農
業
技
術
の
殻
展
段
階
は
、
=
一
圃
制
度
口
同
め
は
σ
5
0同巧山同窓口
F
m同
門

採
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
段
階
で
あ
る
つ
三
国
制
度
は
、

度

ω待。ロヴぬ回目
F
C
O
E
Sぬ
osmo
の
様
式
に
よ
る
土
地
占
有
様
式
門
H
フ

I
ブ
ェ
制
度
U

出正

gJ10民
自
曲
ロ
ロ
ぬ
と
、
他
方
、
乙
れ
に

劃
す
る
グ
ル
マ
シ
風
型
耕
の
R
E
S
-目
的
。
宮
司
PMm川
冨
ロ
技
桁
と
の
綜
合
艦
系
の
上
に
立
川
J

て
い
る
。
一
一
一
圃
制
度
に
基
く
循
謹
耕
作
は
耕

一
方
に
た
い
て
、
穀
物
耕
作
地
に
闘
す
る
封
建
期
固
有
の
土
地
制
度
た
る
散
問
制



作
強
制

EdHNdgロ
ぬ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
が
も
そ
れ
は
型
耕
、
播
種
、

牧
獲
、

休
排
の
時
期
並
び
に
場
所
に
ヲ
い
て
の
強
制
で
あ

り
、
と
れ
に
づ
い
て
耕
作
者
の
共
同
的
な
謹
守
を
要
求
す
る
強
制
セ
あ
の
ノ
た
。
か
よ
う
な
耕
作
者
の
共
同
連
帯
性
は
、
附
労
働
過
程
に
ゐ
け

る
針
象
〔
土
地
制
度
〕
と
附
労
働
手
段
八
グ
ル
マ
シ
梨
〕
と
の
問
者
に
よ
れ
J

て
規
定
を
受
け
る
。
か
よ
う
な
三
園
制
技
術
韓
系
は
、
耕
作
者

相
互
間
た
よ
び
耕
作
者
の
土
地
利
用
形
式
に
づ
い
て
共
同
閥
的
闘
係
を
作
り
出
す
。
と
の
耕
作
地
利
用
の
共
同
鵠
的
性
格
は
、
家
屋
敷
の

来
落
躍
り
。
片
時
的
問
。
丘
ロ
ロ
ぬ
結
合
を
規
定
し
、
=
一
圃
制
技
術
と
翠
の
運
営
の
た
め
の
必
須
の
保
件
で
あ
る
畜
力
の
培
養
維
持
の
役
割
を
果
す

共
同
地
を
保
存
す
る
。
直
接
耕
作
者
の
労
働
責
説
の
た
め
の
保
件
の
縮
瞳
で
あ
る
フ

I
フ
ェ

は
右
の
村
落
地
域
の
三
重
構
造
に

跨
が
の
ノ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
幹
は
耕
作
地
の
ご
一

O
モ
ル
グ
シ
富
良
ぬ

g
〔
H
E
l
u
p巴
に
置
か
れ
が
。
本
稿
は
、
封
建

国丘。

的
土
地
所
有
形
態
を
規
定
す
る
基
礎
的
過
程
と
し
て
、
右
の
如
き
共
同
盟
的
構
誼
と
一
一
一
国
制
技
術
盟
系
|
|
い
わ
ゆ
る
「
経
済
的
H

技
術

的
組
織
」
(
ベ
ロ
ウ
)
l
1
t
と
を
前
提
す
る
。

と
の
歴
史
的
か
う
論
理
的
前
提
の
上
に
、
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の

E
D
。-gHB岳
民
件
、
か
構
成
さ
れ
る
。
先
づ
第
一
義
的
に
グ
ル

シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
、
封
建
的
土
地
所
有
形
態
一
般
を
包
括
す
る
概
念
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
グ
ナ
γ

プ
皐
波
間
ロ
出
℃
匂

ω口
F
C
F
は

「
l
J

グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
の
深
化
の
た
め
に
ご
ジ
の
新
た
な
論
鮪
を
提
起
し
て
い
る
。
一
そ
の
一
ヲ
は
、
古
九
日
西
南
〕
ド
イ
ツ

「し

の
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
、
十
二
・
三
世
紀
を
劃
期
と
す
る
前
・
後
の
二
段
階
を
冨
劃
し
た
と
と
で
あ
り
、
前
段
階
は
古
〔
大
〕
グ

後
段
階
は
純
粋
〔
地
代
U

型
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
〉
】
円
。
。
仏
σ同
の

B
印
問
。
の
吋
ロ
ロ
b
H
M
O
片
岡
田
ロ
『
印
片
付
で
あ
り
、

河
内
凶
宮
。
。
仏
O
同阿川
O
E
o
p
J

の
E
ロ門凶
H
H
O
同
同
担
任
丘
門
と
呼
ば
れ
る
。
前
者
が
持
働
地
代
に
針
臆
し
て
耕
作
地
の
領
主
直
営
地
∞
m
w
H
E
ロ
む
治
よ

び
農
民
保
有
地
切
さ

2
巳
自
己
へ
の
分
割
、
耕
作
者
の
人
身
的
隷
属

F
0
5
0山
ぬ
ぬ
ま
の
v
m
F
F
S
α
ロ
H
R
F
o
d
丘
BFσ
伊
丹
を
特
債
と
し

て
い
る
の
に
針
し
て
、
税
者
は
を
耕
作
地
の
農
民
保
有
地
へ
の
改
編
と
領
主
直
営
地
の
泊
怜
耕
作
者
。
人
身
的
隷
属
の
梯
拭
〔
H
解
放
U

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配



封
逮
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大
土
地
所
有
の
分
配

四

を
特
徴
と
す
る
生
産
物
門
部
分
的
に
は
貨
得
U

地
代
に
封
躍
す
る
社
曾
構
誼
を
意
味
す
る
。
ど
の
雨
段
階
の
封
期
に
は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ィ

a' 

リ
カ
チ
オ
シ
制
国
民
話
口
持
主

0
5
2同
時
凶
器
ロ
ロ
ぬ
の
崩
壊
、
中
世
の
農
民
解
放

E
5
E昨日日目。
ro
∞ω
5
8甘
え

E
g
m
期
が
あ
り
さ

れ
を
経
過
し
て
段
階
の
推
持
が
行
わ
れ
る
。
か
よ
う
な
二
段
階
に
沿
い
て
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
把
握
し
た
と
と
は
、
を
ヨ

I
ロ
ツ

川

町

「

!

J

パ
的
な
展
望
に
沿
い
て
も
封
建
祉
舎
の
昨
究
史
上
記
念
さ
る
べ
き
業
績
と
栴
寸
べ
き
で
あ
る
つ
二
弛
の
一
?
は
、
む
し
ろ
十
九
世
紀
ド

「
L

イ
ツ
粧
品
目
が
営
面
す
る
賢
践
的
な
課
題
と
悶
腕
す
る
論
賠
で
わ
る
つ
一
八

O
七
年
以
降
の
シ
:
グ
イ
シ
・
ハ
ル
デ
シ
ベ
ル
ク
の
改
革
は
、

農
民
解
放
を
建
行
す
る
に
嘗
っ
て
、
東
部
ド
イ
ツ
の
グ

1
ツ
ヘ
ル
・
農
民
関
係
を
「
近
代
的
」
に
調
整
刻
。
官
民

2
喜
悦
す
る
課
題
を
果

し
た
。
ク
ナ
て
ブ
事
波
段
、
す
で
に
解
放
を
絡
了
し
た
後
の
時
期
に
成
立
し
が
ん
の
で
あ
れ
J

た
が
、
そ
φ
時
期
に
西
部
ド
イ
ツ
の
小
島
地
域

と
、
東
部
ド
イ
ツ
の
ユ
シ
カ

l

〔
大
〕
農
業
経
皆
地
域
と
が
剖
然
と
し
て
分
割
さ
れ
た
躍
史
的
事
責
は
、
と
れ
の
歴
史
家
的
把
提
を
迫
A
J

た
の
で
あ
高
ノ
ク
ナ
γ

プ
準
訳
は
、
か
よ
う
な
二
地
械
の
も
の
J

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
H
枇
舎
的
障
告
は
、
第
一
の
論
尉
に
現
わ
れ
る
隔
段
階

の
割
期
に
沿
h
て
、
直
接
に
決
定
さ
れ
る
と
と
を
前
提
ず
る
。
か
く
し
て
‘
地
代
形
態
の
推
轄
と
農
民
解
放
を
伴
う
純
粋
型
グ
ル
シ
ト
ヘ

ル
シ
ャ
フ
ト
町
小
農
経
営
へ
と
褒
展
し
、
地
代
形
態
の
謎
轄
〔
務
働
地
代
φ
再
編
成
U

と
農
民
の
農
奴
佑
〔
農
奴
制
の
再
版
〕
を
伴
う
グ

ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
己
門
的
宮
片
岡
田
岳
民
門
は
「
農
民
解
放
」
心
強
行
に
基
き
ユ
シ
カ

I
経
営
へ
と
袋
協
的
に
解
消
す
る
。
雨
地
域
。
農
業

構
建
は
、
相
互
に
否
定
的
な
艶
立
関
係
に
あ
り
、
そ
の
殻
展
の
方
向
を
具
に
し
て
い
る
。

宕
の
如
き
ク
ナ
ッ
プ
準
波
の
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
研
究
業
績
は
、

い
ま
は
す
で
に
古
典
的
で
あ
る
。
本
稿
も
、
も
と
よ
り
そ
の
成

田
市
左
一
一
燃
の
前
提
と
す
る
つ
従
う
て
叙
上
の
技
術
的
リ
共
同
韻
的
親
鮪
と
、
ク
ナ
ザ
プ
拳
祇
の
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
概
念
と
は
、
共

に
本
稿
の
課
題
陀
先
行
す
る
「
必
要
な
経
過
酷
」

g
g
s
E滑
り
足
ロ

5
8
m印刷
出

B
H
a
に
他
な
ら
な
い
っ
と
と
か
ら
出
費
し
て
、
本
稿

ば
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
経
済
構
遣
を
理
解
す
る
と
と
を
試
み
た
い
コ
具
え
ら
れ
て
い
る
封
象
は
、
北
フ
ラ
シ
ス
型
に
相
似
的
な
酒



甫
ド
イ
ケ
の
そ
れ
で
あ
り
、
ま
た
八
・
九
世
組
一
以
降
の
前
期
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
段
階
の
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
本
稿
は
、

を
ヨ

1
ロ
て
ハ
的
展
望
の
下
に
沿
い
て
は
、
典
型
的
に
封
建
的
な
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
構
遣
を
取
扱
か
う
試
圃
で
あ
る
つ

附
一
記
。
本
稿
は
右
の
技
術
的
日
共
同
韓
的
観
鮪
に
づ
い
て
は
、
都
立
大
事
機
関
誌
「
人
文
率
報
」
第
四
鵠
所
載
、
拙
稿
「
封
建
世
舎
の

農
業
構
謹
」
怒
る
所
論
を
前
提
と
す
る
。
.

門
註
〕
1) 

一
一
一
国
制
度
の
成
立
と
展
開
お
上
び
一
千
年
間
に
亙
る
存
績
と
は
封
建
社
舎
の
経
済
的
構
迭
を
理
解
ナ
る
た
め
の
基
礎
的
事
資
で
あ
り
、

7

1

7

ェ

の
形
成
と
グ
ル
マ

y
型
の
鼓
明
と
共
に
、
と
れ
ら
一
一
一
者
は
純
一
万
後
の
数
世
組
問
に
、
ガ

P
ア
属
州
の
北
東
部
に
お
い
て
村
落
共
同
健
の
う
ち
に
綜
合

胃

さ
れ
た
の
で
あ
づ
た
。
と
の
三
者
は
、
歴
史
的
に
封
建
世
舎
の
確
立
に
先
行
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
の
後
封
建
社
舎
存
立
の
基
礎
的
規
定
陀
韓
化
ナ

る
に
至
る
。
以
上
の
誇
間
関
係
は
、
拙
稿
「
封
越
社
舎
の
農
業
構
法
」
〔
都
立
大
準
人
女
準
報
四
時
也
に
お
い
て
試
み
た
分
析
を
参
照
さ
れ
た
い
。
先

ず
、
三
画
制
皮
に
闘
し
て
。
吋
F・
4・
門
戸
の
c-伸
明
。

g
円
庄
内
伊
丹
叩
品
目
円
円
同
町
三
国

nv四回

F回
一
口
弘
耳
目
円
仲
田
岳
民
仲
切
仏

-
P
E
O
N
U
民間円
-FMWBHU円。
nvp

。
2
g
n
F
2
4
2
2凹
岳
民
主
m
σ
g
E
V向日注目
E

B司
回
円
H・
H
-
F
H呂田

ω・品
S
F
町
田
U
4・
H
E留
守
自
由
同
回
目
語
"
口
町
三
回
ロ
宮

4
5
2
m
n
v中

。
問
。
吋
阿
国
国
同
岡
田
国
0
9
Nロ
『
の
四
回

n
z
n
F
g
a
m司
吋
叩
宮
田
司
田
仲
町
B
叩
山
口

U
6ロ仲田円山足掛同
Ha・

片
件
前
向
叩
凹
円
宮
山
口
げ
仲
叩
回
目
当
匂
間
色
・
旬
、

ω-HJ吋
由
民
-w

切
印
∞
陪
-
u

:... 
旬
開
←t 
t"' 

印

8 
::1. 

吋患
い， (t 

EE 
吾 5
骨量
三話
回目
g p 

F同ケ4
eD rn 
2.5 
E R 
H ・・

三官
立品
目:~ 0 
百民

主5
55 
叩t"'

F F 
S: 2:= 
~ -6‘。望
号自
由‘!1?

お語

5型
企。 E
(Jl )'; 

g 旦
戸、晶

5 
n 
t"' 

!t 
a‘ g 

宮

宮
田

!t 
門
田

H
申
N
品、

ω
.
N由
吋
・

邦
謬
書
永
友
繁
雄
「
農
業
経
管

息
子
」
昭
和
十
九
年
・
一
五
九
頁
以
下
。
靖
国
四
郎
「
西
洋
経
済
史
」
昭
和
サ
五
年
・
二
一
三
頁
。

「
一
一
一
圏
制
度
は
十
九
世
犯
に
至
る
空
で
支
配
的
な

一
つ
の
経
緯
四
方
法
が
一
千
年
間
も
張
カ
に
撲
大
ナ
苛
経
済
生
活
の
要
求
を
充
た
し
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
始

め
ζ

の
方
法
を
生
み
出
し
た
世
犯
が
す
で
に
相
嘗
高
度
の
経
済
文
化
に
到
達
し
て
い
た
と
と
の
根
擦
と
な
る
。
一
一
一
間
制
農
業
に
づ
い
て
最
-
初
に
言
及

さ
れ
た
の
は
グ
ル

y
ト
ヘ
ル

ν
マ
フ
ト
'
所
属
の
土
地
に
お
い
て
で
あ
る
よ

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

経
替
方
法
で
あ
づ
た
。
し
か
し
、

五
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封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

的
な
批
剣
が
提
起
心
。
れ
、
豊
富
な
歴
史
的
事
賓
の
集
積
に
上
っ
て
荷
段
階
の
質
的
差
異
の
抹
消
を
試
み
て
い
る
が
、
問
題
は
史
料
に
艶
す
る
操
作
と

解
穆
に
あ
っ
て
、
設
展
段
階
論
に
針
し
で
は
否
定
的
な
ド
I
プ
ジ
ユ
の
拳
風
か
ら
す
れ
ば
、
蛍
然
の
騎
結
で
あ
る
。
と
の
商
準
設
に
濁
し
て
は
、
ベ

ロ
ウ
が
す
で
に
役
以
前
の
誇
研
究
の
野
結
を
批
列
的
に
採
取
し
て
「
化
石
型
グ
ル

y
ト
へ
ん

V

ャ
フ
ト
」
ぐ
四
円
丘
町
山
富
注
目
。
同

g
a
Z
Hお
各
国
持

八L

の

反
動
的
再
編
成
を
指
摘
し
て
い
る
理
解
の
仕
方
切
回
目

o
F
の
g
n
F
R
Z白
色
町
吋
含

E
R
Z
P
F
g
a
d
Z
H
g
n伊
良

件

ω・
日
必
を
参
照
ナ
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
↑

拙
稿
「
フ
ツ
ガ
1
時
代
に
於
げ
る
南
湖
強
」
門
社
曾
経
済
史
事
の
後
遺
、
昭
和
十
九
年
〕
参
照
。

め
国
・

4
『

CUEmp
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o
d
g
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N
g
〉

E
盟
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伊
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5
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G
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m
m田
HωO∞U

叶

F・

関
図
書
ヲ
図
書
同
問
問
四
回
口
同
宮
島
市
田
・
吾
也
君
吉
田
岳
民
宮
崎
白
血
口
窓
口
耳
目
皆
曲

a
g
g
n
F
S
回目

5
5回
窓
口

a
g
H
g
f
p
p
w
り
2
回
2
0円
宮

司一白
2
g
g
u
o括
HCHUJ3・
F草
場
事
ロ
四
円
宮
内
同
町
田
口
宮
切
田
口
町
吋
日

H
U
E
-
T
Z
E
H
M
h沙
門
ニ
∞
む
司
U

句円目白血同日

n伊
豆
荷
9
口町田

g
Z
8
5
2
Z口
官

。
E
E
V
R
a
n
E片
付
忌
ω
品
川
。

-
g
o
F
F
5
5
E
a
s
tロ
g
E
E
g
n
E富
士
ロ

u
s
a
g
-
]同
Fgn室
内
同
時
国
円

ωoNEzEE

ヨ
Ea

nv回一民血肉曲目
nzn伊
SHwa-
印

u-HC品
。
を
参
照
。
と
れ
ら
は
何
れ
も
ク
ナ
ッ
プ
、
に
上
づ
て
提
起
さ
れ
た
グ

I
ツ
ベ
ル
U

V

T

フ
ト
と
グ
ル
ジ
ト
ヘ
ル
ジ

セ
フ
ト
の
爾
封
立
概
念
の
構
成
を
擦
り
ど
と
ろ
と
し
て
、
そ
の
後
者
を
ド
イ
ツ
西
南
部
各
地
域
に
検
出
し
ょ

5
と
し
た
試
み
で
あ
っ
¥
た
。
ク
ナ
ッ
プ

の
い
う
グ
ル

y
ト
ヘ
ル

V

マ
フ
ト
概
念
は
、
「
純
帥
関
心
理
」
グ
ル

y
ト
ヘ
ル
ジ
ャ
ブ
ト
如
氏
患
の
自
由
民
辰
巳

g
n
y由
片
付
に
他
な
ら
な
い
。
な
h
H

グ
ル
シ

ト
へ
ル

V

ヤ
フ
ト
郁
究
に
お
け
る
叡
上
の
立
場
に
注
意
し
え
た
の
は
、
か
づ
て
本
位
田
群
晃
博
士
の
下
に
、
大
塚
久
雄
、
高
橋
幸
八
郎
爾
氏
、
と
共
に

必
骨

拳
術
振
奥
舎
の
研
究
援
助
を
う
け
つ
つ
、
比
較
土
地
制
度
史
研
究
に
従
事
し
た
際
で
あ
っ
た
と
と
を
附
記
す
る
。

]
九一
一
一
土
地
所
宥
む
分
配

封
建
的
圏
家
ド
イ
ツ
の
成
立
は
、
す
で
に
八
・
九
世
紀
の
時
化
成
立
し
た
グ
ル
マ
シ
民
族
陀
よ
る
強
力
な
君
主
制
園
家
フ
ラ
シ
ク
司
g
z

号
g
E
o
F
が
、
グ
エ
ル
グ
シ
僚
約

5
5
a
s
s
a
g
(八
四
三
告
に
基
き
現
在
の
ド
イ
ツ
・
フ
一
フ
V

ス
に
分
裂
し
た
と
き
に



始
ま
る
。
そ
の
領
域
は
自
然
保
件
に
基
い
で
元
来
分
裂
へ
の
可
能
位
を
匂
揖
じ
て
い
た
。
し
か
も
九
一
一
年
以
降
選
拳
玉
政
に
特
化
し
た

ド
イ
ツ
封
建
図
家
ば
、
強
力
な
統
一
権
力
の
喪
失
に
よ
っ
て
囲
内
を
い
〈
づ
か
の
諸
侯
領
出

2
8
m
g
5
2

気

後
十
二
・
一
二
世
紀
の
縛
期
に
沿
い
て
、
東
方
へ
の
ド
イ
ツ
植
民
が
組
織
的
に
展
開
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
国
家
の
領
域
は
狭
小
複

に
分
裂
せ
し
め
り
む
コ
そ
の

雑
な
地
域
内
に
踊
鴨
印
す
る
つ
前
部
は
。
ハ
?
サ
ウ
ノ
司

g
g
g
に
至
る
ま
で
の
ド
ナ
ウ
河
の
低
地
、

ネ

γ

カ
ー
ル
流
域
‘
ド
ナ
ウ
河
渓
符
か
ら
ア
ル
プ
ス
た
至
る
間
心
地
域
校
ど
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
潤
立
し
う
る
地

マ
イ
シ
河
渓
谷
、
一
ブ
イ
シ
河
流
域
、
ボ
ェ

ー
メ
シ
切

αrgm山口、

形
を
備
え
、
中
部
は
山
岳
地
帯
で
止
の
る
が
、
そ
と
に
は
多
数
の
渓
谷
や
金
地
が
零
細
国
家
の
形
成
な
促
が
し
、
更
に
北
部
は
山
地
に
始
ま

陶‘'

づ
て
そ
れ
が
海
に
面
す
る
賢
々
と
し
た
低
地
帯
に
下
降
す
る
が
、
そ
と
に
は
ミ
・
Y

一
ア
ル
ゲ
ピ
ル
グ
地
方

V
向洋一

K
L
m
o
t
wぬ。

に
源
泉
を
も

の
ノ
多
く
の
河
川
に
よ
の
J

て
貫
流
さ
れ
、
と
れ
も
同
じ
く
細
分
さ
れ
て
い
る
!
ー
か
よ
う
な
地
域
が
古
ド
イ
ツ
〉
』
E
Oロ
g
n
F
Eロ
仏
な
の
で

あ
る
。と

の
地
域
に
居
住
す
る
人
口
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
カ
ロ
リ
ン
ガ
王
朝
間
足
。

-
E
m良
治
下
の
フ
一
フ
シ
ク
闘
家
に
沿
い
て
、
耕
作
さ

れ
た
地
域
で
地
力
も
高
く
、
樺
蹴
用
水
路
も
備
え
て
い
る
地
域
で
一
平
方
粁
営
り
人
口
が
一

0
1
一一

O
名
、
し
か
も
森
林
沼
津
は
を
領
域

の
約
宇
ば
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
杢
闘
の
一
午
均
は
一
平
方
粁
営
り
右
の
三
分
の
一
以
下
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
っ
そ
と
で
と
の

時
期
の
直
前
頃
〔
メ
ロ
グ
イ
シ
ガ
王
明

Z
2
0項目
p
m
o
f宋
甥
〕
に
、
全
閣
の
平
均
人
口
位
、

一ニ
O
O
名
程
由
民
)
に
寸
さ
友
い
。
終
ヴ
て
そ
の
後
の
サ
り
カ
王
朝

ω色
目
。
円
九
十
一
・
一
一
世
記
)
に
た
い
で
は
一
一
千
方
粁
嘗
り
八
!
一

O
名
(
一

平
方
眼
嘗
り
主
じ
じ
さ
に
上
昇
す
る
つ
と
れ
ら
の
棋
擦
に
よ
り
て
、
カ
ロ
リ

γ
ガ
王
朝
末
期
東
フ
一
フ
シ
ク
王
恒
す
な
わ
ち
現
柱
。
ド
イ
ツ

の
直
接
の
前
身
た
る
関
家
に
沿
い
て
、
そ
の
一
二
五
寓
手
方
粁
の
金
領
域
に
勤
し
て
二
五

O
寓
乃
至
三

O
O寓
の
人
口
な
有
し
た
。
弐
い
で

一
一
午
方
汗
営
り
五

t
六
名
へ
一
平
方
哩
蛍
P

サ
ザ
カ
王
朝
期
の
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
、
と
れ
が
三

O
O寓
乃
至
三
五

O
寓
に
増
加
し
、
な
た
附
記
す
れ
ば
、

ハ
イ
シ
リ
ヒ
ご
一
世
間
色
ロ
片
山
岳

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
間

九



封
時
均
的
大
土
地
所
有
の
分
配

。

闘
の
時
期
に
は
或
る
程
度
。
植
民
人
口
を
も
っ
東
部
ド
イ
ツ
を
含
む
七

O
高
平
方
粁
に
損
大
さ
れ
た
ド
イ
ツ
全
域
に
な
い
て
は
人
口
五

O

O
高
乃
至
六

O
O寓
に
上
り
、
最
後
に
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
パ
ル
パ
ロ

v
サ

の
時
期
に
は
七

O
O寓
乃
至
八

0
0寓
に
濯
し
て
い
る
。
と
の
よ
う
な
古
ド
イ
ツ
地
域
ご
豆
高
卒
方
粁
の
土
地
と
一
二

O
O寓
の
人
口
の
支
配
と
そ
は
、
封
建
的
土
地
所
有

H

搭
力
者
の
接
っ
て
立
つ
基
礎
で
あ
つ
が
。

司
片
山

σ仏
片
山
の
日
回
目
印
同

σ山
一
門
。
出
田
町
円

前
期
封
建
一
世
舎
の
初
期
、
土
地
所
有
の
規
模
は
最
大
に
謹
し
て
た
り
、
そ
の
後
は
封
建
一
世
舎
の
護
展
と
共
に
縮
小
の
傾
向
左
辿
づ
て
い

づ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
封
建
枇
舎
の
土
地
所
有
は
大
土
地
所
有
で
あ
っ
て
、
そ
り
面
積
は
フ

l
フ
エ
ロ

c
F
g
m
g
m
g
に
よ
っ
て
教

え
ら
れ
る
。

フ
ー
プ
ェ
は
農
業
経
営
の
艶
議
並
び
に
そ
の
必
要
な
諸
僚
件
の
糠
躍
を
指
す
概
念
で
あ
る
が
ー
そ
の
数
量
に
つ
い
て
は
で
き

る
限
り
卒
均
北
す
る
た
め
に
あ
答
基
準
が
奥
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
面
積
を
計
量
す
る
車
位
に
も
使
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
と
の
面
積

車
位
と
し
て
む
フ

I
フ
ェ
も
相
営
に
著
し
い
地
域
差
を
示
し
て
も
嗣
り
、
殊
に
フ

1
フ
ェ
が
更
に
、
同
じ
く
著
し
い
地
域
差
を
有
す
る
車
位

モ
ル
グ
シ
冨

2
m
g
に
よ
づ
て
測
ら
れ
る
と
と
に
よ
り
て
そ
れ
は
一
一
暦
苦
し
い
。

モ
ル
グ
シ
の
面
積
は
ム
し
八
・
九
世
紀
の
末
に
漸
く
精

密
に
測
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
一
五
・
一
九
ア
ー
ル
か
ら
三
八
・
一
一
ア
ー
ル
に
至
る
様
々
な
大
き
さ
に
分
散
し
て
治
り
、
概

括
し
て
一
二

0
ア
ー
ル
強
で
る
る
。
フ
ー
プ
ェ
が
面
積
車
位
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
中
に
匂
揮
さ
れ
る
耕
作
地
の
商
積
を
一
示

す
の
で
あ
る
が
、
、
そ
れ
も
尺
度
と
さ
れ
る
モ
ル
グ
シ
が
具
る
の
み
な
ら
や
、
そ
の
モ
ル
グ
シ
教
も
一
一
一

o
t四
O
モ
ル
グ
シ
の
範
圏
内
で
動

揺
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
車
偉
と
し
て
の
フ

l
フ
ェ
も
、
輩
、
な
る
地
積
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
な
る
が
、
そ
れ
は
営
該
の
耕
作
地
の
地

力
を
も
含
め
て
、
附
労
働
の
生
産
性
の
地
域
差
に
よ
れ
ノ
て
差
異
を
示
す
に
す
ぎ
や
ノ
、
却
。
て
一
経
営
を
支
え
る
勢
働
力
の
再
生
産
を
保
設
す

る
買
さ
〉
品
。
吋
ロ
凶
げ
さ
ロ
ぬ
と
し
て
は
均
等
化
し
て
い
る
と
い
え
よ
デ
o

書ピ鴨

一
般
に
封
建
的
大
土
地
所
有
は
一
個
所
に
集
中
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
官
民
汎
ゑ
地
坊
に
分
散
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
で
は
土



地
所
有
の
形
肢
に
つ
い
て
一
一
つ
の
類
型
を
奉
げ
ら
れ
る
o

一
づ
は
、
王
領
開

gロぬ
go円
で
あ
り
、
そ
の
場
合
所
有
地
は
い
く
の
J

か
の
中

心
を
銭
円
J

て
統
一
さ
れ
て
お
り
、
一
日
間
ま
た
は
敷
仰
の
村
落
を
含
む
連
績
し
た
敢
平
方
粁
の
一
一
地
域
を
な
し
て
い
る
コ
と
と
ろ
が
、
と
れ

に
軒
し
て
他
の
一
つ
は
、
所
有
地
が
全
く
細
分
さ
れ
、
金
所
有
地
は
敷
百
か
数
千
に
分
散
し
て

卒
方
粁
の
地
域
に
遠
く
分
布
す
る
形

般
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
と
れ
ば
穀
舎
領
に
特
に
著
し
い
。

出
与
問
。
)
。
が
の
土
地
舟
有
の
形
祇
の
ご
類
型
に
づ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
一
統
一
性
」
〉
円
円
。
ロ

a
z
g
m
に
闘
す
む
論
争
を
捲
き
な
こ
し
た

心
で
あ
の
J

た
。
グ
ル

y
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
関
す
る
イ
ナ
マ
e

シ
ュ
一
ア
ル
ネ
ツ
グ
友
、
一
マ
ム
プ
レ
ヒ
ド
並
び
に
ド

I
ブ
シ
ュ
の
如
き

E
匠

の
土
地
所
有
は
両
者
の
中
間
形
吹
を
示
し
て
い
る
(
問
。

zs

の
間
に
争
わ
れ
た
統
一
牲
と
非
統
一
性
に
僻
附
す
る
見
解
の
艶
立
没
、
愛
詮
的
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
詐
統
一
設
の
騎
桔
ほ
導
か
れ
て
い
る
。

イ
ナ
マ
は
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
組
織
的
計
霊
性
を
強
調
し
、
そ
の
形
欣
が
統
一
的
な
所
有
地
と
し
て
集
中
さ
れ
て
い
る
と
と
を

前
提
と
し
た
。
と
れ
に
軒
し
て
、

ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
は
貴
故
領
、
穀
倉
領
の
問
者
の
何
れ
に
針
し
て
も
、
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
統
一

性
を
否
定
し
、
ド
I
プ
シ
ュ
は
更
に
王
領
に
の
J
h
て
も
そ
の
介
散
性
を
主
張
し
、
か
く
し
て
反
艶
誌
は
会
一
面
的
に
土
地
所
有
の
統
一
任
に

艶
し
で
否
定
的
で
あ
れ
/
て
、
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
が
依
接
し
た
モ

l
ゼ
ル
河
流
域
地
方
冨

2σ
ロ
山
口
弘
を
始
め
と
し
て
、
ウ
ュ
ル
テ
シ
ベ
ル

詑

ケ
、

ヘ
ザ
セ
シ
、
ナ
V

サ
ウ
巧
P
R
R
E
Z品
、
巴

5
5
E
-

な
ど
の
各
地
域
に
づ
き
賢
詮
的
研
究
が
生
み
出
さ
れ
た
。
だ
が
費
詮
的

桝
究
は
未
だ
充
分
に
深
化
さ
れ
て
た
ら
示
、
し
か
も
玄
同
党
な
快
陥
を
合
ん
で
い
る
つ
そ
心
問
題
鞘
の
一
ヲ
は
史
科
の
豊
富
な
所
在
部
教
舎

エ
ル
ザ
ス
、
バ
イ
エ
ル
シ
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
グ
、
パ

I
J
ア
シ
、
ザ
ク
セ
シ
、

M
H
O
S
、
ω包
N
ゲ
ロ
同

mw
ロ
maop
∞mnHMm巾
F
出向山

n
v
g
p
z
g
g己

慣
に
容
易
に
得
ら
れ
る
と
と
ろ
か
ら
敦
舎
領
に
偏
し
て
い
る
賄
、
他
の
一
つ
は
王
領
に
つ
い
て
の
見
解
が
著
名
な
カ
ピ
ト
ゥ
ラ

1
レ
・
デ

l

・
グ
ィ
ル
リ
ス
門
御
科
事
令

u
n
a
E
L
m居
合
ヨ
呂
田
の
解
聴
に
操
っ
て
い
る
黙
に
あ
h
、
こ
の
二
駐
は
決
定
的
に
重
要
な
論
期
で
e

あ
る
に
も
拘
ら
十
立
詮
ば
不
完
全
で
あ
る
ο

そ
れ
と
そ
は
、
ケ
チ
ュ
ケ
の
規
定

i
l王
舗
の
統
一
位
ョ
敦
曾
領
の
統
一
性

i
ー
が
現
れ
た

到
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配



封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

、

所
以
で
あ
る
う

↑
最
大
む
土
地
所
有
者
は
、
関
王
で
あ
り
、
王
領
容
量
息
苦
は
叙
上
の
統
一
位
を
も
っ
と
と
に
よ
れ
J

て
固
有
の
組
織
を
構
成
」
J

Z
ヴ
フ
一
フ

y
ク
諮
問
家
と
そ
の
王
朝
員
2
0
4
4
E
m
m吋
ロ
ロ
門
日
間
足
。
-
宮
問
。
同
の
す
i

に
、
多
数
の
耕
作
地
、
と
庚
汎
な
森
林
原
野
が
集
中
さ

れ
、
大
規
模
な
主
債
を
成
立
一
ぜ
レ
め
る
に
至
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
な
け
る
玉
領
は
、

カ
ロ
リ
シ
ガ
王
朝
φ
始
め
マ

l
ス
河
、
モ

1
ぞ
ル
一
州
、

一7
イ
シ
河
流
域
富
山
山
一
ma也
、
宮
C
E
O
H
-
C
D
2

月
宮
古
ぬ
命
宮
え
に
領
地
を
形
成
し
、
そ
の
末
期
に
は
位
の
地
域
に
そ
れ
を
損
大
し
て
、
}
七
六

世
の
王
栄
一
一
担
問
問
5
5
2
m
F伊
丹
め
同
が
、
す
〕
ぷ
わ
ち
八

O
ポ
ブ
ラ
シ
ケ
シ
同
門

gHa口
五

C
が
プ
ラ
マ
}
一
エ
シ
〉

U
B
S
5
2

エ
ル
シ
切
m
凶凶可。吋ロ

二
一
部
バ
イ

一
二
部
テ
ュ

1
リ
シ
ダ
シ
吋
廿
苛
苦
肉
O
D

五
段
ザ
ク
セ
シ

ω
R
r
gロ
た
よ
び
一
/
リ
1
ゼ
シ
匂
HH2σ
ロ

の
南
部
に
、

そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
、

づ
い
に
王

ド
イ
ツ
生
領
較
に
分
布
し
た
。
倒
々
の
王
室
領
同
m
g
E
R担伊丹
O
F
H
U
n
g

は
緊
密
に
統
一
的
な

組
織
棒
、
を
形
成
し
、
ぞ
の
慎
主
直
営
地
問
山
口
匂
同
炉
内
山
崎
。

モ
/
ル
ヂ
シ
富
。
吋
ぬ
g
c
b
2
M
o
n
F
の
一
時
間
さ
に
謹
し
、
誌
に
は
区
劃
さ
れ

党
直
営
農
場
〈
2
4司
ゆ
門
戸
内
と
し
て
一

0
0
0
モ
ル
リ
ケ
シ
を
越
え
る
場
ム
口
が
見
ら
れ
ν
Q
ば
か
り
で
な
く
、
と
の
他
に
一
五

0
1
二一

O
O
ヘ
ク

グ

1
ル
の
放
牧
場
者
丘
含
凶
器
三
が
加
わ
る
3

右
の
王
領
地
の
内
部
に
は
ご

O
、一二

O
、
四

0
4ユ
穴
は
そ
れ
以
上
の
教
の
農
民
樫
叫
%
を
伴

う
詩
村
山
泌
と
慶
大
↓
片
山
王
室
領
森
林
を
も
合
み
、
金
日
間
と
し
て
一

1
一
一
平
芳
胆
に
濯
し
て
い
る
。
ア
シ
ナ
ベ

1
ス
〉
ロ
ロ
ω吉
田
宮

E-r

と
フ
リ
l
メ
ル
ズ
ハ
イ
ム
町
立
命
岡
県
山
訪
日
M
E
E
古

Z
ぽ
ふ
mw
一
同
同
日
同
色
ロ
の
王
室
領
は
そ
の
典
型
と
さ
れ
る
。

H
!」一
一
主
観
に
式
ぐ
庚
さ
を
も
の
J

も
の
は
敦
舎
領
の
丘
四
庄
の
宮
の
さ
門
戸
内
凶
F
O
刊
誌
岳
弘
同
で
わ
る
。
穀
倉
領
は
同
王
そ
-
b
他
貴
族
領
主
、
修

道
借
柏
市
よ
び
修
道
尼
汝
ど
の
贈
奥
寄
進
に
よ
っ
て
成
立
し
た
寅
大
か
土
地
所
有
で
あ
る
。
牡
俗
的
土
地
所
有
者
は
土
地
を
自
由
に
庭
介
す

ろ
と
と
は
許
さ
れ
や
、
園
王
の
名
目
的
な
上
位
土
地
所
有
権
忙
よ
れ
/
て
制
限
を
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
詩
人
民
法
〈
。
回
目
お
お
わ
F
S
に
あ

「
園
王
の
同
震
を
必
要
と
せ
や
、
園
王
と
い
え
H

と
も
そ
の
寄
進
や
妨
げ
る
と
ー
と
は
で
き
た
い
」

!
l
j

のJ
て
教
会
へ
の
土
地
寄
症
だ
け
は
、



と
規
定
さ
れ
る
。
か
く
し
て
「
永
遠
の
憩
い
の
た
め
に
」
℃

5
詰

S
S
υ
5
5山田回目。ロ
σ
寄
進
は
櫨
々
一
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

か
よ
う
、
な
成
立
趨
程
に
基
い
て
、
そ
の
一
形
式
は
龍
度
に
介
散
一
9

る
。
教
皇
鎖

Hvm-ZBnpo
の円山門誌

ugrN
は
特
に
甚
だ
し
い
が
、

放
に
歌
合
領
ば
分
散
的
で
あ
り
、
歌
合
的
諸
施
設
立
田
島
富
山
口
町
。
百
日
r
o
p
虫
記
号
問
。
口
、
日

5
0
5
ι
E
O忠
良
を
中
心
と
し
ヤ

百
平
方
哩
の
間
に
分
布
し
、
様
々
な
直
哉
と
領
域
戸
川
出
口
弘
田
岳
山
内

g
p
cロ。

ω
g
5
5
2
m。
E
2
0
に
跨
が
る
の
み
で
な
く
、

一
つ
む
村
落

に
の
J

い
て
も
相
嘗
の
所
有
地
片
教
を
有
す
る
場
合
と
僅
少
地
片
敦
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
あ
り
、
か
の
プ
リ
ュ
1
ム
修
道
院

E
c
a
2
F
P
E

土
地
所
有
り
例
の
如
き
は
、
ニ
ー
グ
1
ラ
シ
デ

Z
ぽ宏一
H
E
D
己
ぬ
か
ら
ロ

i
ト
ワ
シ
グ
シ
、
パ

I
Jア
シ
円
、

o
F片
山
口
曹
P
∞
包
σロ
に
い
た

、
札
て
い
る
。
ま
た
個
々
の
地
域
に
づ
い
て
は
、

る
間
に
賞
汎

一
I
Jグ
I
オ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
の
ず
ヅ
ヒ
ァ
ウ

当

2
E
S
宮

Z
目。

と
バ
イ
エ
ル
シ
切

m
q
o
g
に
あ
る
多
敢
に
上
る
修
道

amw一叫。
a
B
K
V
の
例
の
如
き
、
オ
ス
ト
ラ
イ
ヒ
〔
H
オ
ー
ス
ト
リ
ア
口

O
田神話回
nv

院
の
全
て
が
之
の
葡
萄
の
産
地
に
所
有
地
を
有
し
た
。
葡
萄
は
修
道
院
所
要
の
葡
萄
酒
原
料
と
し
て
不
可
献
で
あ
り
、
修
日
院
は
と
の
所

要
量
を
自
給
す
る
た
め
に
産
地
の
獲
得
に
は
場
カ
を
抑
ヲ
て
い
る
。
と
れ
が
叙
上
の
歌
合
領
の
分
散
性
の
要
因
で
あ
っ
た
噂

教
合
棋
の
面
積
に
つ
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て
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ル
J

友
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ら
ぬ
豆
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れ
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る
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六
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蓮
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。
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∞
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落
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光
d
y
直
常
の
闘
係
に
の
J

い
て
は
、
直
鶴
岡
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∞
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縁
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仰
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と
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菊
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仲
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司
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p
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ヴ
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ア
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司
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仙
仲
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濯
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。
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ク
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わ
れ
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ωcd}伯
仲
ロ
吋
に
は
一
一
つ
の
縞
濯
が
あ
る
乙
」

↓
日
戸
宗
国
百
円

uロ即応仲田口町
5
4
h目
立
的
口
町
田
内
件
前
ぬ
印
田
口

Z
n
v
g
R同
町
田
昌
宣
冊
目
田

-
g
g
E
N∞・

ω・

ω問
問

関
口
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凹

ロ
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〉
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口
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叩
U司
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回
巳晶
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ul 

CJl 
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同
旨
宮
中

ω昨日門口叩ぬ
P
0
2
2
n宮
司
山
内
円
山
口
宮
内
皮
切
町
田
口
広
島
沖
印
∞
品
・
一
門
回
、

ω・
凶
器
の
玉
訴
の
分
布
品
世
間
出
。
真
に
一
般
に
イ
ナ
マ
の
グ
ル

y
ト
ヘ
ル

シ
ャ
フ
ト
統
一
性
の
渇
応
。

ω
J
H
S
民・

「
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
ジ
ャ
フ
ト
は
:
:
:
地
力
の
増
進
に
貫
献
し
、
各
券
悶
カ
は
そ
の
個
性
に
庭
じ
て
最
大
に

能
率
を
挙
げ
う
る
よ

5
に
配
置
さ
れ
、
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
ジ
マ
フ
ト
の
泣
刊
誌
と
計
翠
の
統
一
性
は
と
れ
を
保
護
し
、
真
に
所
属
ナ
る
誇
能
力
は
グ
ル

y

、
ト
ヘ
ル

V

セ
ア
ト
に
お
い
て
利
用
し
設
さ
れ
た
。
」

か
よ
う
4

な
許
佼
除
、
グ
ル

y
，
ト
ヘ
ル
シ
マ
ブ
ト
に
お
け
る
土
地
の
統
一
崎
条
閣
を
前
提
と
し
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
と
ろ
が
、
と
れ
に
糾
問
し
て
、
図
。

H04司
w関・、
H，
v-
〈

-
E同
日
中

ω芯
円

HMmM州
間

十

(NP]己・

]FS∞
)
山
口
u

J

刊日目立即日〕即日

HH-凹
np門町内件

昆
円

ωO同町民
E
C
D白
羽
叫
円

z
n吋
岡
田
常
的
ぬ
白
山
門
医
円
伊
仲
間
同
出
・
国

(
H
8
5
v
ω
-
H
S
は
ナ
で
に
平
〈
、
グ
ル

y
ト
ヘ
ル

ν
マ
フ
ト
の
統
一
牲
を
遇
評
質
し
て

い
る
と
と
を
批
難
し
て
い
る
。
や
が
て
こ
の
黙
は
、
先
ず
テ
ム
プ
レ
ヒ
ト
に
よ
っ
て
資
澄
的
に
論
難
さ
れ
た
。
例
え
ば
「
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル

V

ャ
フ
ト

の
支
配
の
喰
一
の
根
源
的
宅
礎
で
あ
る
中
世
の
7

口
y
ホ

I
フ

H48巳
5
町

は
散
在
的
土
地
研
有
で
あ
っ
て
、
凡
九
七
十
二
乃
至
ご
十
四
の
所
属
プ
]

フ
エ
を
包
括
し
、
そ
の
大
部
分
は
フ
ロ

y
ホ

I
フ
所
在
地
と
は
別
の
場
所
に
あ
っ
た
。
」
ま
た
「
十
乃
奈
，
て
、
ル
以
上
の
飼
主
が
同
一
の
場
所
に
相
北
ん

で
土
地
を
所
有
し
う
る
o
」

戸回

HHH可
g
n
F
F
ロ
g
g
n
r
o
d
h
H円片山口}阿国内同丘町ぴ
g
∞仏・

H
W
N、
ω
-
a由
、
日
ぷ

H・
た
だ
し
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ふ
も
主
誠
に
つ
い

て
は
、
そ
の
一

t
二
平
方
磁
か
ら
五

t
六
平
方
叩
一
に
議
す
る
個
々
の
成
者
な
封
鎖
品
川
領
地
で
あ
る
王
室
領
出
回

n
g
に
つ
い
て
緊
密
止
に
粗
識
化
と
そ

の
封
鎖
的
性
質
、
並
び
に
統
一
的
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る
と
と
を
強
調
ナ
る
。
そ

θ
黙
に
劃
し
て

y
l
プ
V

ェ
紅
、
王
復
さ
え
も
分
散
性
ロ
州
統
一

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

「七



封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

一
入

性
〕
に
つ
い
て
は
同
一
で
あ
る
と
と
ど
論
澄
し
た
。
「
壬
領
地
も
ま
た
屡
々
村
落
と
都
市
に
散
在
し
、
数
曾
お
よ
び
世
俗
的
土
地
所
有
の
中
に
混
在

し
、
主
の
グ
ル

ν
ト
ヘ
ル
シ
ャ

7

ト
の
内
部
に
も
自
由
な
土
地
所
有
者
の
私
有
地
が
存
在
し
た
。
」

ヮ
。
町
田
口
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日
目
当
日
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仲
田
町
ロ
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主

n
E
g長

代
目
白
円
同
国
同

O同日
HMmR認
定
切
仏

-
H
-
ω
-
S
F
N
8
F
E
H・
ド

1
プ

V

ュ
の
研
究
は
、
従
来
玉
領
の
構
造
に
つ
い
て
緊
密
な
統
一
一
性
を
主
張
す
る
見

解
の
一
根
擦
と
な
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ル
大
y

帝
(
の
も
の
と
俸
え
ら
れ
る
)
の
円
国
立

g
g
B
a
m
i呂
田
を
再
検
討
し
、
こ
れ
が
カ
ー
ル
の
子

ル
I
ド
ウ

f
ヒ
ピ
白
血
者
紅
色
将
司

8
5
5叩
に
よ
り
八
九
四

t
五
年
に
後
布
さ
れ
、
か
っ
彼
の
ア
ク
イ
タ
ニ
ア
王
困
問
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円
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a
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さ
れ
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で
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範
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一
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す
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吋
丘
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時
丘
町
円
に
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ぎ
な
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濁
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え
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植
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究
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(
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=
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夏
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)
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あ
っ
た
が
、
上
原
一
等
総
「
御
料
地
令
文
献
考
」
(
経
済
問
学
研
究

2
昭
和
八
年

の
ち
「
溺
挽
一
中
世
史
研
究
」
所
牧
)
は
こ
の
問
題
に
つ
き
、
必
讃
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卓
越
し
た
理
解
批
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を
一
万
ナ
。
な
お
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ド

I
プ

ν
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恒
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九
一
一
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到
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介
と
反
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叩
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問
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。
と
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に
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起
L
表
し
た
後
に
い
た
っ
て
、
例
え
ば
マ
イ
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に
上
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そ
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統
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数
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方
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達
す
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も
の
が
見
ら
れ
る
よ

3
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田
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ロ
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n
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昨
日
岳
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件
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伊
丹
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門
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宮
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即
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仲
良
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冨
図
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閉
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・
山
由
)
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断
肺
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L
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ベ
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さ
え
『
、
会
村
落
地
域
が
一
一
領
主
に
属
す
る
事
例
は
僅
少
で
な
い
と
と
を
認
め
、
「
一
人
の
グ
ル

y
ト
ヘ
ル
に
統
一
的
な
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意
義
を
有
す
る
。
前
期
封
建
一
世
舎
の
歴
史
的
保
件
に
基
い
て
、
耕
作
地
所
有
は
基
本
的
に
附
労
働
地
代
を
作
出
す
る
た
め
D
基
礎
保
件
で
あ

り
、
そ
れ
が
耕
作
地
に
お
け
る
土
地
制
度
に
、
特
有
た
構
成
な
興
え
る
。
す
た
わ
ち
、
領
主
直
営
地
∞
巴
円
山
口
門
戸
件
。
同
自
己
。
自
宮
山

g
g

沿
よ
び
農
民
保
有
地
切

ω
5
5
Z
D仏
、
件
。
片
岡
山
由
2
4口
ゅ
の
二
重
の
構
成
に
分
割
さ
れ
る
と
と
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
か
よ
う
在
土
地
制
度

の
二
重
構
成
は
、
前
期
封
建
的
農
業
構
遣
の
前
提
を
な
し
て
い
る
。
封
建
領
主
は
、
土
地
所
有
者
た
る
樫
力
者
で
あ
り
、
土
地
の
車
な
る

保
有
者
と
し
て
の
耕
作
農
民
た
る
農
奴
と
艶
立
す
る
。
封
建
枇
舎
の
基
本
構
造
は
、
か
か
る
も
の
と
し
て
の
封
建
的
領
主
と
農
奴
的
農
民

と
の
封
抗
関
係
に
他
な
ら
な
い
が
、

と
の
封
立
は
土
地
介
配
の
殺
上
の
制
度
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
る
。
と
の
分
配
は
、
領
主
が
直
接
に

主
穀
の
生
産
一
営
管
む
べ
き
耕
作
地
へ
の
直
接
支
配
と
、
農
民
に
賦
興
し
保
有
せ
ん
め
る
耕
作
地
へ
の
間
接
支
配
と
の
関
係
に
分
れ
、
更
に

杢
韓
は
領
主
の
所
有
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
と
の
一
一
重
の
耕
作
地
部
分
へ
の
土
地
分
間
は
、
生
産
手
段
の
介
配
の
特
殊
封
建
的
た
様
式
に

基
く
も
の
で
あ

Z
o
そ
の
特
殊
性
が
最
も
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
分
割
さ
れ
た
ベ
一
部
分
の
う
ち
で
も
、
特
に
農
民
保
有
地
で
あ

り
、
そ
れ
が
フ

l
フ
ェ
に
均
分
さ
れ
て
い
る
と
と
は
前
述
し
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
と
の
農
民
保
有
地
を
め
ぐ
る
土
地
へ
の
支

配
関
係
は
、
明
確
に
銃
く
分
割
さ
れ
る
よ
う
な
所
有
と
非
所
有
と
の
封
立
で
は
な
く
、
と
と
に
沿
い
で
領
主
的
所
有
左
農
民
的
保
有
と
は

相
互
に
制
限
し
合
い
乍
ら
競
合
し
て
い
お
。
と
の
融
制
は
、
別
に
グ
グ
ェ
l
レ
の
項
下
に
更
に
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

領
主
直
営
地
は
、
領
主
の
直
接
的
支
配
の
下
に
置
か
れ
る
耕
作
地
で
あ
り
、
と
と
で
常
ま
れ
る
生
産
は
農
奴
的
農
民
の
無
償
努
働
円
賦

役
回

4
8ロ門出
gm門
日
岐
労
働
地
代
〉
同
ヴ
巳
SHOEσ
〕
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
る
。
そ
の
附
労
働
の
生
産
物
は
杢
て
領
主
の
牧
得
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
そ
れ
は
山
労
働
地
代
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
。
か
か
る
附
労
働
地
代
作
出
の
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
と
の
領
主
直
皆
地
が
領
主
の
所
得

の
主
要
手
段
で
あ
る
つ
領
主
直
営
地
に
づ
い
て
は
、
そ
の
面
積
が
如
何
な
る
程
度
で
あ
っ
た
か
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ

史
料
的
に
根
按
h
q
h

得
や
す
い
修
道
院
に
た
け
る
事
例
を
求
め
れ
ば
ウ
ノ
ェ
ル
デ
シ
修
道
院
居
。
田
仲
良

N
C

者
2
含
ロ
の
領
地
に
属
す
る
フ

一一一

封
終
的
大
土
地
所
有
の
分
配



リ

メ

Jレ

ス
ハ主J

イ符
ムr::J~U
/、

明土
岳地

活壁
ぞ1> う事

誌の
g'分
~f 画己

の
直
営
地
は
全
耕
地
面
積
四
二
五
五
乃
モ
ル
グ
シ
の
中
む
六

O
七
万
モ
ル
グ
シ
を
占
め
、
ク
ー

ル

QMH誌
の
修
道
院
領
に
た
い
て
は
一
一
六

0
0
モ
ル
ダ
シ
の
主
耕
作
地
沿
よ
び
牧
一
草
地
の
ほ
ぽ
宇
ば
に
あ
た
る
五
八

O
O
モ
ル
ヂ
シ
が

り

ロ
ル
シ
ュ

F
。
境
内
げ
修
道
院
に
た
い
て
所
属
す
る
諸
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
グ
ト

ο直
営
地
ぼ
平
均
し
て
一
六
五
モ
ル
グ
シ
L
」
な
り
全

部
地
の
一
三
%
を
占
め
て
い
た
。
同
様
に
直
営
地
の
平
均
値
を
求
め
る
と
、

フ
ル
グ
町
CEω

修
道
院
鑓
の
ご
一
一
一
モ
ル
ヂ
ソ
、
ワ
イ
セ

シ
ブ
ル
ク
ヨ
♂
山
田
閉
め
ロ
ヴ
ロ
吋
ぬ
修
道
路
鎮
の
コ
一
六
ニ
モ
ル
汁
グ
シ
、
プ
リ
ュ

I
ム
修
道
院
に
つ
い
て
九
一

J
四
プ
ロ
シ
ア
・
モ
ル
グ
シ
匂

gcs

回
田
町
島
市
刊
宮
C
品
。
ロ

p
t
占
め
る
コ

一
般
に
匝
営
地
規
模
は
個
々
む
農
民
保
有
地
を
数
修
す
る
程
度
の
、
も
の
で
あ
っ
で
、
直
営
地
生
産
ポ

専
ら
領
主
の
必
要
に
醸
ゃ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
1

そ
ウ
泊
費
約
需
要
の
充
足
す
た
わ
ち
い
わ
ゆ
る
青
む
怖
の
大
き
さ
に
よ
れ
J

で

i
i限
定
左
う
げ
が
っ

お
は
歌
合
領
に
闘
す
る
，
少
数
の
事
例
に
す
ぎ
や
一
般
佑
す
る
と
と
は
不
正
確
で
あ
る
示
、
一
般
に
直
営
地
面
積
は
た
か
だ
か
ご
一

1
六
フ

1
7
ェ
の
程
度
に
止
ま
づ
た
。

一フ

1
フ
ェ

H

一一一

O
モ
ル
ゲ
シ
の
商
積
の
場
合
、
そ
に
穀
物
生
産
棋
が
八

C
ツ
ェ
シ
ト
ナ

i
N
σ
ロ
gA誌

に
達
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
二

O
Wノ
ェ
シ
ト
ナ
ー
を
播
桂
月
の
種
子
究
と
し
て
、
建
後
め
一
六

O
ツ
ェ
シ
ト
ナ
ー
は
六

t
七
名
の
人
口
を

養
う
に
す
M

ぎ
な
い
。
と
と
ろ
示
、
前
掲
の
事
例
が
一
ボ
LV7
よ
う
に
直
営
地
面
積
は
必
し
も
多
ノ
ー
な
い
c

と
れ
段
、
先
宗
教
含
領
に
わ
い
て
比

較
的
花
小
さ
く
、
貴
族
領
に
治
い
て
比
較
的
に
大
き
い
と
い
う
一
般
的
特
向
に
よ
り
♂
て
修
豆
を
施
さ
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
一
般
的
に

に
つ
い
て
も
、
一
二

O
モ
ル
刊
ゲ
シ
よ
り
も
限
る
か
に
一
大
き
く
、
ほ
ぼ
一
一
向
。
一
モ
ル
ダ
シ
花
王
ろ
ま
で
の
中
間
む
規

は
、
領
主
の
最
小
の

撲
に
A

お
け
る
直
常
地
を
推
定
す
る
と
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
た
直
常
地
面
積
の
規
模
と
売
の
比
率
と
ほ
、
と
の
直
営
地
を
努
働

の
自
然
的
軒
袋
と
す
る
限
り
で
旨
そ
の
峨
労
働
、
す
な
わ
ち
賦
役
む
茸
と
従
づ
て
全
農
民
の
締
労
働
中
の
割
合
を
も
決
定
す
る
。
そ
の
量
と

.f 



翠
と
は
西
南
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
は
、

を
ヨ

1
ロ
て
ハ
的
民
望
に
た
一
e

げ
る
卒
均
的
水
準
に
決
定
さ
れ
て
い
が
ε

っ

以
上
の
如
き
直
皆
地
を
除
き
、
耕
作
地
の
残
飴
の
部
分
は
農
民
保
有
地
と
し
て
分
輿
さ
れ
て
お
り
、
と
れ
に
勤
す
る
領
主
の
支
配
は
間

接
的
だ
あ
お
。
そ
の
雨
前
分
と
、
民
民
の
居
住
す
る
棄
落
地
、
共
同
地
を
も
合
め
る
を
地
域
に
軒
し
て
、
領
主
の
交
問
が
加
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
支
聞
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
方
法
と
程
度
を
具
に
し
て
い
る
の
み
で
校
く
、
そ
れ
は
例
え
ぽ
農
民
の
側
か
ら
す
れ
ば

居
住
地
は
殆
ん
ど
私
有
に
近
く
、
耕
作
地
は
い
わ
ば
占
有
に
近
く
、
共
同
地
に
勤
し
て
は
締
有
的
関
係
に
立
っ
て
い
る
ほ
ど
に
、
日
制
主
の

所
有
は
制
限
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
支
配
は
、
近
代
的
所
有
の
概
念
と
は
質
的
に
具
っ
た
作
用
で
あ
れ
ノ
て
、
グ
ル
マ
シ
的
な
グ

ヴ
ェ
1
ν
の
め
巧
2
0
に
他
な
ら
な
い
。
と
の
物
支
配
に
閲
す
る
擢
利
は
、
物
に
艶
す
る
現
賓
の
支
配
事
賢
と
不
可
分
で
あ
り
、
グ
グ
ェ

l
レ
な
る
擢
利
は
づ
ね
に
具
鰻
的
で
あ
っ
て
、
封
建
社
舎
に
止
な
げ
る
物
支
配
、
或
い
は
ま
た
は
土
地
支
配
の
複
雑
役
構
成
と
運
営
の
諸
関

係
に
艶
臨
し
て
、
弾
力
的
訟
法
的
関
係
の
形
成
を
可
能
と
し
た
の
そ
と
で
土
地
に
封
ず
る
グ
ヴ
ェ

i
レ
は
、
土
地
か
ら
収
益
を
獲
得
す
る

一
切
の
主
轄
に
封
じ
て
成
立
し
、
直
接
に
土
地
に
お
い
て
耕
作
す
る
農
民
、
ま
た
は
土
地
を
契
機
と
し
て
そ
れ
か
ら
賦
役
円
刊
持
働
地
代
〕

貢
祖
〉
ぴ
m
m凶ぴ

o
h
日
生
産
物
地
代
U

、
十
介
の
一
一
税

Nmw}
百円。

。
取
得
者
た
る
領
主
主
た
は
鞍
九
百
四
、
そ
め
何
れ
も
ゲ
ヴ

fiレ
を
有
し
、

そ
れ
ば
を
て
藤
利
と
し
て
保
護
さ
れ
る
。
と
の
保
護
は
全
て
現
質
的
支
配
の
事
費
に
よ
ヴ
て
保
註
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
賢
汎
友
作
用
を
も

つ
は
ヴ
ヴ
ェ

I
レ
に
は
、
右
の
土
地
か
ら
の
牧
益
取
得
者
に
も
、
直
接
耕
作
者
に
も
存
す
る
た
め
に
、
同
一
心
土
地
に
聾
し
て
雨
者
の
グ
グ

工

l
レ
は
重
墨
す
る
。
し
か
し
、
土
地
に
針
寸
〆
る
一
察
官
上
の
関
係
ば
土
地
か
ら
の
地
代
償
牧
者
よ
り
も
、
直
按
耕
作
者
の
方
が
土
地
の
現

費
支
配
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
よ
り
強
度
の
グ
ヴ
ェ

I
レ
を
保
詮
さ
れ
る
。
グ
ヴ
ェ

1
レ
は
.

「
樺
利
の
外
衣
」
に
他
な
ら
な
い
っ

一
切
の
事
費
上
ー
の
関
係
ピ
艶
す
る
法
的
な
、

先
に
、
土
地
に
劃
す
る
事
宜
上
の
関
係
に
う
い
て
、
所
有
た
よ
び
保
有
と
い
う
一
躍
の
規
定
を
奥
え
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
右

封
建
的
犬
土
地
所
有
の
分
配



、、

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
間

一一凶

。
意
味
忙
殺
け
る
グ
グ
ェ
l
レ
と
そ
は
そ
の
基
本
的
前
提
に
地
な
ら
な
h
。
そ
の
首
提
に
九
が
い
て
、

/
 

れ
、
領
主
の
土
地
に
封
ず
る
支
配
闘
係
を
所
有
と
呼
ぴ
、
農
民
の
土
地
に
脅
す
る
利
用
関
係
を
保
有
と
呼
ぶ
と
と
、
土
地
の
介
配
関
係
を

に
し
た
い
。
か
よ
う
た
聞
係
は
、
同
一
の
土
地
に
封
ず
る
二
重

グ
グ
ェ

1
レ
的
法
理
弘
前
は
と
も
あ

領
主
的
所
有
ξ
農
民
的
保
有
と
の
ご
重
関
係
に
沿
い
て
把
握
す
忍
と
と
、

の
槽
利
の
競
A
H
F
)
意
味
し
、
そ
の
意
味
で
託
代
的
所
有
の
明
快
さ
に
割
比
す
れ
ば
、
掩
め
て
臆
昧
な
関
係
と
し
て
現
れ
る
。
と
と
に
た
h

て
内
い
、
農
民
の
保
有
様
は
耕
作
と
収
穫
と
い
う
農
耕
の
再
生
産
の
永
鰐
的
反
覆
に
よ
っ
て
事
責
土
、
す
た
わ
ち
憤
習
に
基
h
て
担
佑
さ
れ
、

漬
習
は
つ
ね
に
そ
の
権
利
の
維
持
と
強
化
の
た
め
の
最
大
の
支
柱
で
あ
る
。
封
建
一
世
舎
に
み
な
い
で
、
奮
慣
、
m
凶
日
時
怜
由
河
内
山
口
冒
が
牟
草
さ
れ
、

か
つ
絶
え
や
ぞ
れ
へ
の
復
鵠
が
志
向
さ
れ
ち
り
ば
、
そ
れ
が
事
事
民
間
慌
を
頚
兆
し
、

P
Jソェ

l
レ
問
、
松
利
の
支
柱
ー
と
し
て
の
a

賛
躍
的
友
意

義
一
一
を
有
す
る
こ
と
に
抽
授
ら
な
い
。
か
く
し
て
時
民
の
保
有
権
は
強
佑
さ
れ
て
、
土
地
に
軒
ず
る
関
係
官
緊
密
化
じ
、
そ
の
結
果
領
主
心

土
町
に
封
ず
る
支
陀
を
推
し
上
げ
て
間
持
化
す
る
。
か
よ
う
な
雨
者
の
一
関
係
に
基
い
て
、
組
主
の
所
有
権
主
上
社
所
有
権

OHU
め
足
首
3
・

L

一
し
て
表
現
す
る
と
左
も
、
グ
ヴ
工
、
レ
的
鹿
係
を
前
提
ム
G
Z
と

と
呼
、
び
、
川
農
民

ο保
有
権
を
下
位
所
有
擢
宮
足
立
立
寄
D
Z
E

一一己同一一〕

、

と
に
よ
う
で
許
さ
、
れ
る
で
あ
ろ
う
コ
と
れ
九
一
心
康
氏
保
有
擦
の
閉
ざ
、
領
主
的
所
有
の
針
裳
た
ち
土
地
に
艶
ず
る
そ
の
耕
作
郎
採
に
茎
〈

そ
の
保
有
擢
の
競
合
、
開
者
わ
関
係
の
腔
昧
き
、
農
民
配
有
擢
に
よ
る
領
主
的
所
有
擢
の
、
上
位
所
有
権
二
υ
推
し
上
げ
、

l
i
か
か
る

一
瞬
の
事
賓
関
係
を
ゲ
ヴ
ェ

1
レ
の
法
理
論
か
ら
把
握
す
る
に
じ
で
も
、
九
万
台
そ
の
事
、
賓
の
我
々
一
そ
の
も
の
吃
づ
い
て
指
摘
す
べ
き
士
論

貼
が
あ
忍
。
そ
の
一
つ
は
、
相
別
的
な
直
接
生
産
者
相
互
聞
に
結
ぼ
れ
て
い
る
供
同
骨
院
採
で
あ
り
、
他
の
一
{
ツ
仲
比
一
か
上
う
な
耕
作
者
の

土
地
へ
の
関
係
の
強
度
に
も
拘
ち
ゃ
、
在
お
か
づ
存
在
す
る
史
的
事
置
は
封
建
酌
官
向
調
〔
日
高
率
υ
泊
代
と
龍
一
奴
制
の
印
岡
山
で
あ
る
。
鋲

主
的
所
有
H
農
民
的
保
荷
の
二
重
形
態
砕
い
も
針
連
社
舎
の
土
地
分
配
様
式
の
基
本
的
特
債
で
あ
り
、
と
の
特
徴
と
そ
は
、
右
民
事
げ
売
ご

諦
詰
と
共
に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ゑ
一
円
。



領
主
の
る
一
牧
益
は
、
と
の
耕
作
地
に
む
け
る
穀
作
を
根
幹
と
し
、
い
わ
ゆ
ろ
第
一
部
門
'
と
し
て
営
み
の
J

つ
獲
得
す
る
他
に
は
、
共
同
地

に
沿
け
る
必
要
な
利
用
、
殊
に
牧
畜
そ
常
二
部
門
と
し
て
営
み
、
か
つ
自
身
の
居
館
の
一
部
に
公
け
る
自
給
的
手
工
業
生
産
、
醸
法
・
製

粉
所
の
運
管
た
ど
に
よ
っ
℃
、
獲
得
す
る
。
牧
畜
の
経
酷
い
け
ば
、
共
同
地
に
沿
け
る
村
落
共
同
韓
的
規
制
に
制
約
を
蒙
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
地
位
ば
や
や
ぼ
先
的
で
あ
り
、
領
主
と
し
て
の
特
殊
地
位
。
ず
耳
目
印
片
付
2
を
保
持
す
る
。
牧
場
〔
牧
草
地
を
合
め
て
い
、
森
林
の
利
用

は
村
落
共
同
睦
員
。
一
平
均
持
分
以
上
の
分
け
、
首
を
結
保
し
た
。
他
方
、
手
l
業
生
産
む
自
営
は
、
直
接
に
隷
属
す
る
手
工
業
者
に
よ
っ
て

陣
内
ま
れ
る
。
か
よ
う
た
一
一
一
う
の
主
要
牧
益
源
に
よ
っ
て
、
封
建
的
土
地
所
有
者
の
生
活
と
樫
力
と
が
維
持
さ
れ
た
ハ
そ
の
第
一
部
門
左
そ

段
、
投
品
川
口
根
幹
た
る
賦
役
に
よ
る
穀
作
で
あ
り
て
、
と
の
部
分
に
治
け
る
直
接
耕
作
者
た
る
農
民
の
剰
品
開
附
労
働
の
文
配
が
、
封
建
一
位
舎

の
階
級
構
迭
を
決
定
す
る
。
と
の
際
、
領
主
に
汲
"
か
取
ら
れ
お
剃
飴
踏
切
働
の
形
強
は
、
保
有
地
を
分
間
列
さ
れ
て
い
る
農
民
の
直
接
の
持
働

門
日
間
投
〕
か
、
そ
の
附
労
働
の
生
産
物
円
日
貢
粗
い
か
の
、
何
れ
か
の
形
態
を
遁
ホ
ノ
る
。
営
面
す
る
前
期
封
建
世
舎
に
沿
い
J

、
そ
の
比

戸
町
U
V

五
は
前
者
対
一
心
附
労
働
地
代
形
態
に
決
定
的
に
重
い
と
と
は
言
う
ま
で
も
念
い
。

∞
円
。
ロ
ゆ
や
細
分
地
の
さ
ロ

rsnw

め
の
る
一
操
作
の
管
盟
は
領
土
一
の
居
館
司
B
D
F
え
に
沿
い
て
掌
握
さ
れ
る
う
と
と
を
中
軸
と
レ
て
、
所
属
す
る
農
民
経
営

E
C
2ロ
各
ぬ

と
れ
に
経
ヴ
で
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
経
済
制
慶
が

と
領
主
の
直
昔
、
ど
の
関
係
が
編
成
さ
れ
、

構
成
さ
れ
る
。
之
の
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
経
消
的
構
謹
の
中
に
は
、
前
期
封
建
社
合
い
に
す
で
に
ご
づ
の
類
型
、
そ
の
構
法
特
質
ー
と

領
主
の
直
営
耕
作
地
に
長
け
る
農
業
の
領
主
自
営
と
所
属
寸
J
Z
農
民
経
営

議
展
の
方
向
に
た
け
る
こ
ヴ
の
途
が
現
れ
て
い
る
。

(

一

)

∞
同
角
川
目

σ
と
す
結
合
す
る
経
営
の
共
同
性
ど
税
制
と
の
た
め
の
緊
槙
在
経
済
的
関
慌
が
形
成
さ
れ
て
い
る
場
令
、

と
れ
を
フ
ロ
シ
ホ

1
フ
経

縮
問
司
同
。
ロ
H
H
O内
4

弔
問
江
田
岳
民
件
、
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ロ
カ
チ
オ
シ
制
『
民
〈
邑
出
向
丘
四
C
ロ
盟
百
円
。
自
と
名
づ
け
る
つ
と
の
形
態
は
い
わ
ば
中
世
的
グ

封
建
前
大
土
地
所
有
の
分
配

五



封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
間

ム
ノ、

ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
自
芹

g
z
-
S吋
-wvoccgF2Hunvmwp
で
あ
り
、
ま
た
の
ち
の
北
石
型
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
〈
o
g
g山口
2
Z

/

/

』

C
Hロロ門山
y
o同
門
前
岳
山
内
け
の
系
列
陀
属
す
る
。
と
れ
に
封
し
℃
、
所
開
局
制
分
地
の
保
有
米
が
貨
幣
影
よ
び
生
産
物
の
形
態
で
買
粗
を

(一一)

課
せ
ら
れ
て
い
る
関
係
が
優
位
を
占
め
る
経
済
的
構
謹
は
、

い
わ
ば
中
世
的
な
純
粋
型
ま
た
は
地
代
郡
一
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト

、自

5
-
m
H
5
H
W
Z
宣
言

Q
s
s
a
g
n
v
m
p
o
含
N

吉
田
吉
弘
容
E
O
Dぬ
E
Z
F
0
5岳
山
内
内
で
あ
る
。
か
よ
う
た
爾
類
型
は
ま
で
に

早
く
か
ら
封
建
社
会
前
期
に
現
れ
、
日
正
存
す
急
場
合
も
認
め
ら
れ
る
が
、
前
者
が
貴
族
館
に
多
く
、
後
者
は
比
較
的
稀
で
あ
る
の
み
?
な

く
歌
合
領
に
沿
い
て
比
較
的
顕
著
で
あ
る
。
左
た
ま
た
ロ
ー
マ
社
舎
の
影
響
下
に
る
る
地
域
に
頚
く
、
}
ア
イ
シ
河
以
東
地
域
に
は
中
世
前

期
に
い
け
た
の
J

て
河
川
く
ヴ
ィ
リ
カ
ヰ
ノ
オ
シ
制
度
が
現
れ
rL
来
る
に
す
ぎ
訟
い
と
い
う
地
裁
差
も
認
め
ら
れ
る
。

か
よ
う
な
ず
ィ
リ
カ
チ
オ

y
制
皮
の
中
核
が
領
主
の
居
館
国
2
8ロ
r
o
p
p
c回目
H
O
P
S
3
2・
B
自由
5
2
B
Z
K
P
]山
田
で
あ
り
、

と
こ
に
沿
い
て
穀
物
耕
作
、
野
菜
栽
持
、
牧
草
栽
培
、
牧
場
L
L
森
林
利
用
た
い
と
に
碁
ぐ
牧
話
作
出
の
管
理
が
掌
ら
れ
る
。
穀
物
耕
作
忙
充

て
ら
れ
る
耕
作
地
む
う
ち
、
一
一
部
位
直
費
地
と
し
て
主

t
六
フ

l
フ
ェ
の
買
さ
左
も
ち
、
他
mu
部
分
ぼ
一
一

O
t一一一
G
フ
l
フ
ェ
の
買
さ
が

農
民
保
有
地
に
分
割
さ
れ
て

j

い
る
1

1

か
よ
う
な
程
度
の
穀
物
耕
作
部
基
軸
、
す
よ
な
わ
ち
農
業
の
第
一
部
門
と
さ
れ
る
。
穀
作
は
三
園
制

度
と
畜
用
型
耕
と
結
令
し
て
い
る
限
り
ノ
、
畜
力
の
再
生
産
と
維
持
を
不
可
快
と
ず
る
か
ら
、
牧
畜
は
穀
作
に
次
い
で
農
業
の
第
一
日
部
問
と

し
て
必
然
的
聯
聞
の
う
ち
に
置
か
れ
る
?
馬
、
牛
、
版
、
羊
、
山
羊
、
家
禽
は
勢
働
手
段
と
し
て
、
き
か
ん
厩
肥
の
一
給
源
と
し
て
、
き
た

一
部
は
食
用
、
車
な
る
装
飾
と
し
て
間
養
さ
れ
、
と
れ
の
放
牧
と
飼
料
の
獲
得
の
た
め
に
は
、
牧
草
地
と
牧
場
、
森
林
が
確
保
さ
れ
、
そ

の
他
に
専
ら
領
主
の
経
営
す
ろ
と
と
る
で
わ
っ
た
葡
萄
園
栽
埠
も
力
賠
が
置
か
れ
た
部
円
で
あ
る
。
以
上
の
授
業
生
産
に
〈
ツ
い
て
は
)
領

主
の
経
営
は
奈
て
村
落
共
同
瞳
的
諸
規
制
の
う
ち
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
領
主
は
そ
の
居
館
内
に
或
程
度
。
僕
稗
同
ロ

2
v
gロ
ロ
ロ
仏

宮似
M
1
0
P
E
B
E
M
H
S
。5
8片山門
um
を
有
し
た
。
僕
稗
は
領
主
か
ら
衣
食
を
供
給
さ
れ
、
居
館
内
の
居
室
、
又
は
附
層
建
物
に
住
居
を
輿



え
ら
札
る
。
そ
の
M

労
働
は
領
主
O
居
館
内
の
雑
用
と
家
事
、
炊
事
な
E
を
始
め
と
し
て
、
厩
仕
事
、
粉
拘
、
伐
木
、
運
披
な
ど
の
外
廻
り

の
仕
事
、
更
に
直
営
耕
作
地
に
治
け
ろ
品
耕
務
働
乏
佃
功
ず
る
。
か
よ
う
な
各
種
。
労
働
に
艶
し
で
は
、
或
程
度
の
衣
食
そ
の
他
。
給
輿

し
を
受
け
、
食
物
と
し
て
位
。
ハ
シ
、
ピ
I
ル
、
内
畑
、
を
具
え
ら
れ
、
野
働
衣
ま
た
は
家
庭
用
衣
類
、
野
働
に
要
す
る
道
具
、
農
具
な
ど
の
持

働
手
段
ば
全
て
支
給
さ
れ
る
コ
侯
蝉
の
う
ち
に
は
濁
立
性
の
存
度
。
議
出
あ
り
、
そ
り
訟
的
地
位
は
一
般
の
農
奴
的
農
民
上
り
は
よ
り
低

い
地
位
に
あ
り
、
財
産
と
し
て
脂
具
さ
れ
譲
渡
ミ
れ
た
。
が
ん
が
と
と
で
も
慣
官
は
僕
押
に
も
権
利
主
時
た
る
保
護
を
輿
え
、
結
婚
が
合
法

マー

的
に
皆
ま
れ
、
か
つ
財
産
む
取
得
も
可
能
と
さ
れ
る

r
E
づ
た
。

領
主
居
館
に
沿
け
る
手
工
業
者
位
、
土
地
所
有
の
規
模
。
所
有
者
の
身
分
に
よ
っ
て
較
さ
た
差
異
を
示
じ
て
い
る
が
、
隷
回
底
的
な
乎
工

業
者
で
あ
る
の
例
え
ば
八
一
二

O
年
に
治
げ
る
ザ
シ
ク
ト
・
ガ
レ
シ
修
道
院

ECE門
耳
目
・
の
己
}
杓
ロ

の
設
計
固
に
よ
れ
ば
靴
工
、
鞍
王
、

剣
研
工
、
，
小
刀
研
エ
、
屑
エ
、
聴
輔
工
、
彫
刻
工
、
探
皮
エ
、
金
制
工
入
、
鍛
冶
工
、
晒
布
エ

ω各
己
申
円
。
ァ

ω丘
20H-
∞
各
省
足
立
om旬、

E
o
m
g訟の
FHOH同号、

ω岳山
E
E
S
F虫
、
ロ
B
n
z
r
w
F
ω
の伊豆門
NOHJ
の

2
gア
の
色
合
各
自
由
主
ク

ω各
自
芯
ασ

ロ
ロ
仏
当
己
宮
同
な
刊
と
の

仕
事
場
が
設
け
ら
れ
、

円
高
江
貯
凶
と
し
て
、
鍛
治
エ
、
金
細
工
人
通
銀
細
工
入
、
靴
エ
、
臨
謡
工
、
平
大
工
、
盾
玉
、
漁
夫
、
烏
刺
(
捕
烏
)
入
、
石
鹸
エ
、
醸

工
、
網
エ

p
t
R
P
R
m
H吉
田
、
凶
己
同
即
時
OMC
見
向
。
ロ
宮
片
山
口
師
、

2
5円、円。片口問円。ァ
g
G
S仲
良
吉
田
S
E
C
Z巴ロ曲、

HV目
的

S
Z町、

た
た
手
エ
業
者
の
居
室
も
設
定
さ
れ
て
い
た
。

カ
ピ
ト
ゥ
ラ

l
レ・
J

ア
・
ヴ
ィ
ル
リ
ス
に
よ
れ
ば
、

千
エ
業
者

活
工
、
パ

γ

mFCの山岡ユ円。印(山口。。口問円。刊一
)umm句。口問円山口印、担問。
OHm-打
。
ァ
門
出
出
品
い
の
ア
吋
mw門口町内件。吋

な
ど
が
備
え
ら
れ
℃
い
る
。
右
の
よ
う
な
大
士
地
所
有

。
場
合
は
.
乎
エ
業
生
涯
の
各
部
門
が
川
市
ん
ど
明
令
部
門
に
わ
た
ヴ
て
整
一
倍
さ
れ
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
通
常
の
領
主
直
営
手
工
業
生
産
は

鍛
冶
エ
、
鞍
エ
、
卒
大
エ
、
。
ハ
ン
焼
エ
、
大
エ
の
種
類
に
百
一
る
程
度
の
も
の
と
な
る
。
な
彩
、
卒
業
的
な
手
エ
業
者
の
他
に
は
、
婦
人
少

文
が
領
、
一
心
居
館
内
の
作
業
場
で
織
布
、
紡
糸
な
P
」
の
仕
事
に
就
か
し
め
ら
札
る
が
、
こ
れ
は
隷
層
的
胤
庶
民
の
家
検
の
就
役
陀
類
す
る
強
制

封
建
酌
大
土
地
折
有
の
分
配

七



封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

二
入

持
働
で
あ
り
、
技
術
的
熟
練
を
要
す
る
乎
エ
業
直
営
生
産
と
は
性
格
を
出
品
目
に
す
る
。

領
主
の
直
営
的
手
工
業
生
産
は
、
右
の
隷
層
的
手
エ
業
者
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、
そ
れ
ら
は
領
主
の
役
員
に
従
属
す
る
親
方
冨
E
m仲良

ロ
ωm-g仲
立
に
よ
れ
J

て
管
理
さ
れ
る
。

と
の
手
工
業
生
産
は
、

領
主
の
需
要
、
と
必
要
と
を
充
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目
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戸
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H-mロ
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nvo白
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冊
目
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g
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F
g
m忠
弘
宮
司
自
白
書
師
、
冨
NNwω-HUOR
以
下
の
簡
明
な
紹
介
参
照
。
ぜ

l
p
グ
ル
が
、
中
世
に
お
け
る
法
的
関
係
を

公
法
〈

ω
s
e
B
n
Z
)
私
法
(
問
。
守
叩
ロ
宮
)
の
ご
範
蟻
に
裁
然
と
区
別
す
る
こ
と
が
不
嘗
で
あ
る
と
と
を
論
難
し
、
都
市
に
お
け
る
市
領
主

件
VO円
円
の
手
工
業
者
へ
の
支
配
が
揺
法
出
。

R
R
E
的
性
格
を
有
す
る
と
と
を
結
論
し
た
の
は
、
依
然
と
し
て
理
論
的
使
値
を
失
わ
な
い
。
と
の
準

設
は
、
封
建
社
舎
に
お
け
る
村
落
共
同
抽
出
と
都
布
共
同
鐙
と
の
共
慈
の
存
立
保
件
を
想
定
ナ
る
と
い
う
立
場
と
関
聯
ナ
る
黙
を
寸
再
評
使
ナ
る
必
要

が
あ
る
。
吋
円

g
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n
Z白
血
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以
上
の
如
く
、
封
建
世
舎
に
た
け
る
大
土
地
所
有
が
、
園
玉
、
穀
倉
、
貴
族
の
三
身
分
に
分
配
さ
れ
、
土
地
所
有
を
貴
族
領
主
身
分
に

濁
占
す
る
と
共
に
、
直
営
地
の
直
接
支
配
を
展
開
せ
し
め
、
と
の
農
業
献
労
働
費
現
の
自
然
的
艶
象
た
る
土
地
を
領
主
自
ら
掌
握
す
る
。
そ

れ
と
共
に
、
ま
た
千
エ
業
生
産
を
も
直
営
下
に
把
握
し
、
と
れ
ら
の
経
済
的
た
諸
塵
力
に
よ
っ
て
、
更
に
直
接
耕
作
者
た
る
農
民
の
献
労
働

と
そ
の
生
産
物
に
艶
す
る
要
求
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
要
求
と
そ
は
、
封
建
的
水
準
に
た
け
る
高
率
円
高
額
〕
地
代
に
他
な
ら
や
、

し
か
も
と
の
要
求
は
土
地
に
艶
す
る
直
接
の
事
賓
上
の
関
係
を
も
の
J

と
と
に
よ
う
て
安
定
し
た
保
有
擢
を
も
っ
農
民
に
艶
し
て
提
出
さ
れ

封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配



封
建
的
大
土
地
所
有
の
分
配

可事

る
。
農
民
は
、
そ
の
帥
労
働
費
現
の
傑
件
た
る
フ
l
フ
ェ
の
保
有
者
l
i下
位
所
有
者

l
!と
し
て
、
自
己
の
小
経
営
を
確
保
し
て
い
る
。

か
か
る
農
民
に
艶
す
石
高
額
地
代
の
作
出
は
い
か
に
し
モ
可
能
と
な
る
か
が
、
封
建
世
舎
の
研
究
の
中
心
課
題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
の
酷
に
づ
い
て
、
既
述
円
本
節
註
1
〕
の
如
く
、
ベ
ロ
ウ
は
「
経
済
的
H
技
術
的
組
織
」
が
「
身
分
的
日
法
的
関
係
」
を
匂
揮
す

る
と
と
を
指
摘
す
る
。
前
者
と
そ
は
村
悲
共
同
躍
的
諸
規
制
で
お
り
、
後
者
は
領
主
・
農
奴
関
係
ー
に
沿
け
至
又
配
日
隷
露
骨
関
係
に
他
な
ら

な
い
J

し
か
し
て
、
と
の
爾
契
機
が
編
成
す
る
一
世
舎
関
係
の
現
象
形
態
は
身
分
階
居
制
出
向
日
常
岳
山
0

で
あ
り
、
と
れ
が
封
建
一
世
舎
の
階

級
構
謹
!
ー
な
ら
び
に
所
有
関
係
1

1
ー
を
暖
昧
な
ら
し
め
る
特
殊
封
建
的
な
規
定
で
あ
う
た
。
本
稿
は
、
右
の
雨
契
機
が
、
主
要
生
産
手

段
た
る
土
地
と
と
れ
を
保
件
と
し
て
管
ま
れ
る
勢
働
の
生
産
物
の
、
分
配
関
係
す
な
わ
ち
高
率
地
代
を
、
決
定
す
る
諸
関
係
の
一
素
材
た
る

封
建
的
な
大
土
地
所
有
の
分
配
関
係
を
取
扱
か
う
た
。
そ
れ
故
に
、
本
稿
は
一
方
に
は
「
経
済
的
H
技
術
的
組
織
」
の
、
他
方
に
は
「
地

代
形
態
と
階
級
樟
遺
」
の
、
ご
論
離
に
艶
レ
て
中
聞
を
占
め
る
一
附
論
で
あ
る
。
]
一
一
諭
鮪
の
う
ち
前
者
に
づ
い
て
は
上
越
の
別
稿
を
参
照

さ
れ
た
く
、
後
者
に
づ
い
て
は
別
の
機
舎
に
そ
の
解
明
を
試
み
た
い
。
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